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　新年明けま
し て お め で
とうございま
す。本年もど
うぞよろしく
お願い申し上
げます。

　私は昨年 4
月に飯山赤十
字病院へ赴任
いたしました
が、 職 員 は

もとより、地域住民の皆さま、そして飯水医
師会の先生方から温かく迎えていただきまし
た。おかげさまで、この地域に自分の居場所
ができたという安心感をいただき、改めて心
より感謝申し上げます。

　ご承知の通り、岳北地域は高齢化率が 40％
を超え、高齢の救急患者さんが非常に多い地
域です。当院では、救急専門医を中心とした
24 時間の救急体制を維持し、いつでも具合
の悪い方に対応できる体制づくりに取り組ん
でいます。昨年１年間の救急外来の応需率（受
診を希望された方を実際に受け入れた割合）
は 95％以上であり、「困ったときに頼れる病
院」となれるよう努力を続けてまいります。

　また、普段から体力が落ちている「フレイ
ル」と呼ばれる高齢者は、気候の変化や市中
感染症の流行により体調を崩しやすく、生活
機能が一気に低下してしまうことがありま
す。当院では、こうした方が短期間入院し、
集中的にリハビリテーションを行う「短期リ
ハビリ入院」を始めました。「最近動けなく
なってきた」「体力が落ちてだるい」といっ

た方は、ぜひ当院へお問い合わせください。

　一方で、当院の外来患者数はコロナ禍を挟
んで減少傾向が続いています。地域の皆さま
が「病気のときに気軽にかかれる病院」であ
り続けるためには、私たち自身の努力が欠か
せません。病院全体でワーキングチームを立
ち上げ、“活気のある病院づくり” を進めてま
いります。

　昨年９月 28 日には、日本赤十字社長野県
支部と合同で災害救護訓練を実施しました。
大規模災害への対応は赤十字病院の重要な使
命です。今回の訓練で得た経験を次に生かし、
地域の命と健康を守るための体制を、今後も
着実に強化してまいります。

　病院経営は全国的に厳しい状況が続いてお
り、当院も例外ではありません。今年は電子
カルテの更新、さらには来年度以降、ＭＲＩ
やＣＴなどの更新が必要となり、多額の設備
投資が続きます。しかし、これらは日々の診
療や救急医療の質を支え、地域の皆さまの生
命と健康を守るために欠かせない投資です。
当院では市民の皆さまからの寄付も受け付け
ており、可能な方にはぜひご支援を賜れれば
幸いです。
　本年も、地域の医療を守るため赤十字の理
念を胸に、職員一同全力で取り組んでまいり
ます。どうぞよろしくお願い申し上げます。

飯山赤十字病院長　小山　茂新年のご挨拶
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令和７年度　患者満足度調査結果のご報告
総合的な満足度 親しい人にすすめようと思いますか

　飯山赤十字病院では、毎年、入院・外来患者の皆さまを対象に患者満足度調査と待ち時間調査を実施しており
ます。調査にご協力いただき、心より御礼申し上げます。
　本年度の調査では外来満足度が入院満足度より低いという結果になりました。主な要因としては診察までの待
ち時間が影響していると考えられますので、今後改善していけるよう努めてまいります。外来の待ち時間調査結
果については５ページをご覧ください。
　また、入院満足度では食事の内容について、御要望が多い結果となりました。入院生活では食事は楽しみの一
つですので、栄養面はもとより、おいしさや季節感も大切にした食事が提供できるよう工夫を続けて行きます。
　皆さまよりいただいた貴重なご意見をもとに、業務改善、医療サービス向上に努めてまいります。
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令和7年度 日本赤十字社長野県支部合同災害救護訓練を終えて
地域とともに、災害に強い体制づくりを目指して

     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　医療社会事業課長　柳　尚茂

　令和７年９月 28日（日）、当院を会場として大規模災害を想定した「日本赤十字社長野県支
部合同災害救護訓練」を行いました。今回の訓練は、令和６年に発生した能登半島地震での
災害救護活動の経験を踏まえ、自治体や防災関係機関、地域の皆さまと連携し、災害時に迅
速かつ的確に対応できる体制を強化することを目的としています。

　訓練では、午前７時に長野盆地西縁断層帯（信濃川断層帯：幕末期前に善光寺地震を起こ
した断層）を震源とするマグニチュード 7.8 の地震が発生し、飯山市内で最大震度７を観測
したという想定のもと、各機関が協力して多数の傷病者を受け入れる対応を行いました。

　参加したのは、当院職員のほか日本赤十字社の災害医療コーディネートチーム（３チー 
ム）、長野・諏訪・安曇野・下伊那・川西赤十字病院の医療救護班、北信総合病院ＤＭＡＴ（災
害派遣医療チーム）、北信保健福祉事務所、岳北消防本部、赤十字ボランティアなど総勢 240
名。さらに、長野県保健医療福祉調整本部と病院災害対策本部との連携訓練も初めて実施さ
れ、医療機関が一体となって即応体制を機能させる取り組みを行いました。



雪椿かわら版●８年１月125号

5

　多数傷病者受け入れ訓練では、dERU（国内型緊急対応ユニット）の展開、医療救護所の設置、
消防による緊急搬送訓練、避難所支援などを実施。当院では、傷病者を緊急度に応じて優先
順位づける「トリアージ」を行い、治療から広域搬送までの流れを確認しました。

　訓練後の振り返りでは、「休日や夜間に発災した場合の対応も今後さらに具体的な検討が
必要」「病院建物が被害を受け診療継続が困難な場合、入院患者を広域搬送する体制を関係
機関と連携して整える必要がある」といった意見が寄せられました。

　今回の訓練で得られた知見を活かし、当院では災害時の即応体制をさらに強化し、ＢＣＰ
（事業継続計画）の充実に努めてまいります。今後も定期的な訓練を通じて、災害に強い地
域づくりと医療関係機関との体制強化の推進に努めていきます。

　待ち時間調査では予約時間前及び予約時間にご案内できた割合は 67.6％でした。予約時間
より 30 分以上お待たせしてしまうケースは 32.4％ありました。今後短縮できるよう努力し
てまいります。

予約時間〜診察開始（予約あり） 受付時間〜診察開始（予約なし）

外来待ち時間調査　
実施期間：令和7年10月27日～10月31日　

調査人数：414名
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　2025 年 10 月 25 日に第 31 回ふれあいまつり
を開催しました。昨年はステージイベントや飲
食は禁止となっておりましたが今年は解禁とな
りやっとコロナ禍前と同等の規模で実施するこ
とができ、多くの地域の方々にもご来場いただ
けました。
　ステージイベントでは女性４人ボーカルグ
ループの「colorful　tones　palette」さん、チ
アリーダーズチーム「CHARMY」の皆様によ
るパフォーマンスが行われました。
　「colorful　tones　palette」さんの透き通っ
た綺麗な歌声、ハーモニーに観客の皆様もうっ
とりと聞き入り、知っている曲では自然と口ず
さんでいました。また、「CHARMY」の皆様の
可愛らしいダンスやキレキレのチアリーディン
グには自然と体を揺らし手拍子をしながら観客
の皆様、患者様に普段見られないような素敵な
笑顔を届けて頂きました。
　また、「誤嚥性肺炎について」という演題で
当院の小山茂院長による市民公開講座も行わ
れ、その中ではリハビリの方々にも嚥下体操
や実際に声を出す練習としてオカリナの演奏に

第31回ふれあいまつりを振り返って

合わせて観客の皆様と歌を歌う実践披露しまし
た。地域の方々にもとても分かりやすい内容で
在宅でも是非実践し役に立てていただければと
思います。
　飲食コーナーでは４台のキッチンカーにお越
しいただき、出来立ての温かい飲み物や食べ物
を提供して頂きました。ご来場の皆様や子ども
たちが美味しそうに頬張る姿を見てこちらもと
ても嬉しくなってきました。
　他にも信州大学モルックサークル「まつぼっ
くり」の皆様によるモルック体験コーナーやピ
エロさんによるバルーンアート、「たんぽぽ、
つくしの家、ポポラス、楓舎」の方々による作
品展示・販売等多くの地域の方々に多大なるご
協力を頂き、今年のふれあいまつりも大盛況で
終えることができました。この場をお借りして
ご協力頂いた皆様、ご来場頂いた皆様に感謝申
し上げたいと思います。ありがとうございまし
た。来年も今年以上に楽しいふれあいまつりが
出来たらと思いますので是非ご来場いただけれ
ばと思います。

                                                                           第 31 回ふれあいまつりイベント部長　宮澤　航太
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患者さん相談窓口通信
Wi-Fiのご要望について
　以前より多くの方から「Wi
－ Fi をつけてほしい」とい
うご要望をいただいており
ます。この為、病棟の 2か
所の待合にWi-Fi を設置し
ましたが、建物の構造上電
波が届きにくい場所も発生しております。また、
院内全ての場所のWi-Fi 設置は財政上の問題から
困難な状況です。ご不便をおかけしますが、ご理
解のほどよろしくお願い致します。
　今後とも皆さんのご意見ご要望をお伺いし、よ
り良い病院づくりに努めてまいります。心配事な
どもございましたら、お気軽に窓口へご相談くだ
さい。

電子カルテ更新に伴う診療制限について
　令和８年２月 16日（月）から電
子カルテを含む新たな院内情報シ
ステムが稼働いたします。更新
工事に伴い、以下の時間帯で救急
診療を制限させていただく予定で
す。詳細が決まりしだいホーム

ページ等でお
知らせいたし
ます。ご迷惑
をおかけいた
しますが、ご
理解とご協力
をお願い申し
上げます。

お知らせ

電子カルテ

令和8年2月14日（土）17：00～2月15日（日）18：00

第100回臨床カンファランス記念講演
　岳北地域における医療の質の向上を図ることを
目的に、平成 12 年 11 月に第１回を開催した臨床
カンファランスが令和７年 11 月で第 100 回を迎
えました。富山大学医学部 整形外科教授の川口
善治先生に「すこやかに生きる、整形外科医が教
える腰痛と関節痛の対処法」と題しご講演いただ
き、腰痛・膝痛の病態は様々で心配であれば整形
外科を受診すること、日ごろから気を付けて運動

（体をこまめに動かす）する、などのお話しを伺
いました。地元医師会や医療関係者、消防職員な
ど多くの方々に御参加いただきました。

寄付金募集のお願い・御礼
　令和７年度以降、１億円を超える複数の大
型医療機器を更新する必要があるため、令和
７年 10 月１日からご寄付をお願いしたとこ
ろ、12 月 23 日現在、個人と企業を合わせ 50
件のお申込みをいただき、金額は 264 万円と
なっております。多額のご寄付を頂戴し厚く

御礼申し上げます。令和７年度分として令和
８年３月 31 日までご支援をお願いしており
ます。寄付募集の概要につきましてはホーム
ページをご覧いただくか、
総務課（電話0269-62-4195）
までお問合せ願います。
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